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１．はじめに 
１－１ 研究背景 
現代社会では、血縁や地縁等に基づく地域のつながり

の希薄化によって、地域コミュニティは弱体化し、地域

力低下の一因ともなっている。『国民生活白書（平成 19
年版）』１）では「つながり」を重点的に取り上げ、地域

のつながりによって人々の生活が豊かになることを示唆

し、つながりの再構築の重要性が述べられている。 
 このような地域のつながりはソーシャル・キャピタル

（社会関係資本）として注目され、1990 年代から数多く

の研究が行われている２）。ソーシャル・キャピタルは研

究の文脈に応じてさまざまな定義がなされているが、パ

ットナム３）によれば「調整された諸活動を活発にするこ

とによって社会の効率性を改善できる、信頼、規範、ネ

ットワークといった社会組織の特徴をいう」とされてい

る。また、 OECD４）の定義によれば「グループ内部ま 
 

たはグループ間での協力を促進する規範や価値観、理解

を共有するネットワーク（network together with 
shared norms, values and understandings that 
facilitate co-operation within or among groups）」とさ

れている。 
国内においては 2000 年代以降、地域力を支える基盤

としてソーシャル・キャピタルに関心が向けられ、まち

づくり活動においても、そうした概念がみられるように

なり、延藤５）は全国各地で「まち育て」に関する研究と

実践を展開し、山崎６）はコミュニティデザインによるま

ちづくりを広く展開している。 
１－２ 地域資源の関係性と働き 
 住民主体のまちづくりは、中心人物の存在が大きく影

響する。とくに、まちづくりの初動期では「いいだしっ

ぺ」と「燃える人」がいて、まちづくりは起動できると

いう７）。こうしたまちづくりのプロセスはまちづくりの

まちづくり物語のテキスト分析を通した地域社会のつながり形成に関する研究
－村上市の町おこしの物語における地域資源の働きを可視化して－ 
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物 を だし、そこに地域資源（ ・コト・ ト）

が大きく関わってきている。 
年、地域資源を る の動きは活発で り、

2007 年に「中 による地域 資源を活 した

活動の促進に関する 」が、2010 年に「地域資源を活

した 等による の 等 地域の

物の 促進に関する 」が 定されているが、

地域資源の定義について共 して まったものが るわ

けではない。 ）によると地域資源は「地域だけに存

在し、その地域だけが できる地域的な存在で り、

資源で るからこそ希 性を っている」という。

開発 会社総合研究 ）による地域資源の

から 示すれば、生きものや地形、 物、 、文化

、 物、 、 地、特 物といった「 」、ま

た、 、 、 り、行 といった「コト」、

そして、地域に関わる「 ト」が地域資源となる。 
 本 築学会 による『まちづくり教 書』10）に

されている住民主体のまちづくり をみても、地域資

源を有効に つけることで、まちの 力を き し、

まちづくりを活性化さ ていることがうかがえ、さまざ

まなまちづくり物 が生まれている。ここでは、その地

域が できる地域的な存在としての地域資源（ ・

コト・ ト）が住まい・まちづくり活動によって有 的

につながり、地域社会のつながりを形成していく 子を

観 したい。 
年のまちづくりには物 的 プロー 11）12）をみ

ることもできる。 藤ら 13）は生活 の 述 を して

地域の社会的 を共有するプロセスを ったまちづく

りの展開を みてきている。「物 り 学」を 起して

いる延藤 14）によれば、物 り（Narrative）は で

つながる一 の （Story）と し、因 ・縁起の

関係を てする 行 で り、人間も 間も 間と

ともに 化する開かれたプロセスを するとしている。

ここでは にまちづくりの を 述しているだ

けではなく、 ・コト・ トの が きながら

展開される住まい・まちづくり活動が られているまち

づくりの物 を「まちづくり物 」と ことにする。

延藤は 的な「物 」と動 的な「物 り」を い

けており、これに うなら本 で った物 は「物 り」

で るが、一 的な 現で る「物 」とした。 
的研究 の とつにナ ティ 注１）が る。

物 を してさまざまな を観 し、関係性を 在化

さ 、 や 向性について することが となる。

そこで、物 り（Narrative）されている「まちづくり

物 」のテキストを として取り上げ、 テキスト

注２）を行えば、まちづくりに く関係する地域資源

とその つきを 化できると えた。  
１－  研究  
本研究では、まちづくり物 の テキスト を

して、地域コミュニティにおける住まい・まちづくり活

動と地域資源の関係性とその きをみることで、住民と

地域資源とのかかわりを え、まちづくり活動を促進さ

る地域資源を するとともに、地域社会のつながり

が のように形成されていくのか することを目的と

する。 
とくに本 は、まちづくり活動の重要な を る地域

力を支える基盤となる地域コミュニティの規範や価値観、

理解に 目し、まちづくりと地域資源の関係性を

えることを らっている。ソーシャル・キャピタルの

に関する研究 としては、ソーシャル・キャピタル

の となる 目についての住民を とした ン ー

ト調 がよく行われているが、ここでは、まちづくり物

の の共起関係を することで、地域資源のネ

ットワークを構 化し、つながり形成に関する を

みる。この を いてまちづくり物 からまちづくり

に有効に く地域資源やそのかかわりを すことがで

きれば、多くの地域や のまちづくり物 からまちづ

くり の に することが となる。 
 

２．研究の  
２－１ 分析  

としたのは、 中 生に向けて地域力・観

力・人間力を る教 として された「 上まちづ

くりの実 」15）で る。この教 は 一部「 らかみ町

おこしのお 」と 部「解 」から構成されていて、

本研究では 一部の全 9 、246 、928 文からなる

テキストを とした。このまちづくり物 は、

1998 年から 2008 年までの 10 年間の実 の が

物 として書かれていて、主人 で る一人の中心人物

を してまちづくりのプロセス（一人の が ち上が

り、さまざまな取組みによって、地域の人々と一 にま

ちを活性化さ ていく）をみることができる。 
としたテキストは、主人 が取り組 まちづくり

を「そうじいさま」という り が 的に る形 で

書かれている。本研究では、ナ ティ の みとし

て、 実 から するよりも、 りの中から 間
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的に ・コト・ トの を すことを し

た。また、 じまちづくりのプロセスについて に書

かれた資 16）も り、これらの を重 て する

ことができ、現地で る 上 を すれば物 に 述

された町 みやまつり等を実 に し、物 の 人

物に ングすることもできる。 
２－２ 分析  

テキストの には、テキスト イニングソ ト

のト ンド ー 2015（社会 ー ス）を し、

コンセプト ッピングを行った。形 解 によりキー

ワードを 動 し、キーワードの関 性をネットワー

ク として さ ることができる。ただし、テキスト

イニングは に文書データを 力すれば有効な が

られるものではなく 17）、キーワードの取 等が

要で、 いこなす が られる。このソ トでは、

とくに したい （ 、 らかみ）を 定したり、

（ 、 人、 の人）を 義 として さ たり、

に 要な を したりすることが で る。 
体的には、 現 の い を スト ップし、

や 要 等の キーワードの整理を行い、キ

ーワードの関 性をスプ ング デル注３）により 化

し、コンセプト ッピングを行った。なお、 された

キーワードの 現パターンや関 性を しやすいよう

に、 とに で 力したテキストを いて

を行った。 
 
． と  
－１ 語 

 現 上 15 は、「町」149 、「シン」117 、

「 らかみ」75 、「人形」57 、「町 」55 、「

」43 、「 」43 、「 」34 、「ミイ」31 、「

」29 、「 」25 、「再生」24 、「 代化」23
、「 観」19 、「町おこし」18 で った。「シン」

はこの物 の主人 でまちづくり活動の中心人物で り、

「ミイ」は「シン」をそばで支えている人物で る。

に いた 上 の 上まちづくりの実 において

は、地域資源として 的な が多くまちづくり活動

に 現していることがわかった。 
－２ キ の 関係 

から までの全 について、 とにコンセ

プト ッピングを行った。 は り がこれから ま

る物 の きとして、 は り がこの物 を り

り、 とがきのように書かれている。まちづくりは、

の 代化の がもち上がっているとこ 「シ

ン」という がまちづくり研究 の「イ シ 」と

会い、 下町で る らかみの町の 代化について再

し、 の 活動をするという１ から まるが、

一 的なまちの 代化の に づく で り、地域

資源との関係 を示すことが しい。したがって、２

から７ までのキーワードのネットワーク を とに

示しながら、まちづくり活動と地域資源の関係を し

ていくことにする。なお、ソ トによる 動 は

でないた 、これらの は 文 にト ースしてい

る。また、 ・コト・ トがわかりやすいよう、

の みを については 形に、コトについては

に、 トについては に している。特に重要で

ない は 形で でいる。関 性の い は

くに されており、 を は 士の共起性

が いもの い。さらに、関 する をグループ化

して しをつけた。 
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２ 形 ま 町が く  
 
２ は る とりの「 人」との 会いから町 内部

の 開をはじ る で る。「 下町」で「町 」が る

という地域資源の存在が町の 代化を再 する に を

っている。町 で る「 」の「内部 間」の 力を

再 し、 下町の「 ップ」をつくって広 した。さ

らに、町 の「人形」を展示する を いつき、その

実行に り す で る。まちづくりで 的よく行わ

れるのが、地域資源を再 する ップづくりで る 18）。

実 の ップは 下町として に 点を てるだ

けでなく、それまで注目されていなかった 中の町

りの について、その特徴や内部 学 な が

り まれている。 人（ ト）との 会いから発展し、

内部 間も て「町 （ ）」の存在とその 力を

き す「人形（ ）」を活 した人形 りの （コト）

が動き ることになる。 
３ は「町おこし」として、町に もれていた を

おこすだけでなく、 トをもおこすことになった 徴的

な で る。「人形さま り（コト）」という たな

しによって としていた町が わい、「 」を えて

「 」し、大きな「 効 」をもたらした。「人形さ

ま り（コト）」によって「町 （ ）」に「 」が

れ、「町 （ ト）」、とくにそれまで に っ でいた

「お年 り（ ト）」がイロ に って た が

となり、 しを り上げることとなり、町が わって 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いた 子が られている。「観 （ ト）」が「 学」

に った町 の「 （ ）」での「人形（ ）」を

した「もてなし（コト）」によって、 は「はやり」、

ロ と っていた町 が られることで、 りが 生

える。「人形さま り（コト）」の中心人物「シン（ ト）」

を支える「ミイ（ ト）」は町 での「もてなし（コト）」

や開 中の町の 子を っているた 、それらの間に示

されることになったのだ う。「シン（ ト）」は開 中、

からの やト ルで「応 」に「大わら

わ」していたが、この は の町おこし と み すこ

ととなる。地域資源（ ）が るだけでは、まちは活

性化しないが、人形さま り（コト）が ることによっ

て、そこに トの関わりを生み し、地域資源（ ・

コト・ ト）がつながり、活性化をもたらすのではない

だ うか。 
４ はさらにまちの地域資源として「 （ ）」の

存在を活 したまつり（コト）を し実行する で

る。この で特徴的なことは「シン（ ト）」と「 間（

ト）」の間で の人形さま りのやり について に

い いが生じ、 たな しの 「まつり（コト）」では

行 しながら 点を していったことで る。そ

の 、共 の価値観が生まれ、「町 （ ト）」、組織の

が まり、各々が力を発 できる ち を て、

の町のた に「 か」をするということに きをも
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たらしている。本研究の らいの とつで った地域コ

ミュニティの価値観や 理解が のように 成されて

いったのかについて られている重要な で る。 ３

には、地域資源を っての トと トの関係性の 化が

の上 から下 に かって示された。 
また、この ではつながりと れたとこ で、「 人会

（ ト）」がお をもてなす「 ー ス（コト）」を

ていることが示された。 上はお の生 地の で

り、ここに てくる「お （ ）」の 上 は の

として ンド化されている地域資源の とつで る。

このように人形さま りや まつりといった たな

し（コト）を として、「 人会（ ト）」が地域資源

を活 して町にかかわるようになっていったことが に

示された。また、 たな しで った人形さま りと

まつりは 年 して開 されており、 ではそれ

体が地域的な存在として を つ地域資源（コト）とな

っている。 
５ （ ４）は「人形さま り」によって「 らかみ」

に多くの「 」が れるようになったことから、町

の 関で る の「 （ ト）」がこれに応じて、

でできることとして「 （ ）」を しに合わ て

ら るようになったという い で る。 とつの

が トを動かし、 たな とつながっていく

子がわかる ピソードで る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 る  
 
６ （ ５）は、「 （ ）」が り 人が れる

ようになった町の を じられるよう、「シン（ ト）」

は の「 ロシ（ ト）」をはじ とする の住民に

下町としての 観まちづくりについて をかけたとこ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 に町が く  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、 の住民 が を き資 だけでなく 民

プロ クトをも 、こうして 民は 下町の

「町 み（ ）」を し、 観づくりに するよう

になったという で る。 下町（ ）という は 

まつり
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っていた（ 観上、 向に った）地域資源で

った。この町のまちづくりはこのように っていた地域

資源を り起して行われていることから、このテキスト

ではまちづくりではなく「町おこし」ということばが

われている。町の に して地域資源を活 した

らかみの「町おこし」は「テ 組」で全国に

され、地域らしさの重要性が されている。 
 ７ （ ６）はさらに「町 観再生プロ クト」

が ち上がり、 る町 みが 活していく で る。

の を の じられるように改 したとこ

数が えたという から町 再生という に 信を

った「ミイ（ ト）」と「シン（ ト）」は の町の

向性を え、まちづくりを行っていく。この かけ

に応じて「大工（ ト）」や「 築士（ ト）」、「町 （

ト）」が し、「地 」の「 （ ）」を うな 地

域 の 効 をもち合わ ることも された。

初にこのプロ クトで町 の 観再生をしたのが

「ソ セン （ ）」で、その つ つ と 観再生が

行われ、町 みが 活していった。 
 
．まとめ 
本 では、地域コミュニティにおける住まい・まちづ

くり活動と地域資源の関係性と きをみることで、住民

と地域資源とのかかわりを え、まちづくり活動を促進

さ る地域資源を するとともに、地域社会のつなが

り形成について することを目的としていた。 
 まちづくり物 の テキスト を い、まちづく

り活動に関 する地域資源について、 や の

つきから した。その 、 らかみ町おこしの物

からまちづくりの に応じて、 ・コト・ トが

有 的に ついていく 子を できることがわかっ

た。 
また、まちづくり物 の のネットワークをみる

ことによって、地域資源の関係性やその 化から、

的な町 みや 築物、 や人形等（ ）を活 した

人形さま りや まつり（コト）を じて町の人 （々

ト）が町と のように関わっていったのかをうかがい

ることができた。このまちづくり物 では、まちづくり

活動が 々に 観づくりや町 再生といった大きな

と展開されていた。各々の は 関係に発生して

いるのではなく、それまでの取組みが き となってい

る。また、各イ ントにかかわる ト（組織）は、その

々に応じて れ わり、 やかにつながりが生じてい

ることが 的に できた。地域資源を活かして し

いコトを るた に、まちに する価値観や理解を共

有するネットワークが たに生まれていることから、本

調 のまちづくり活動においては、それがソーシャ

ル・キャピタルの形成につながっているといってもよい

だ う。 
ここで された には を じさ る が多

くみられ、 上 の 合はまちづくりを促進さ る地域

資源に 的な が多いことがわかった。まちの特徴

によってまちづくりに関 する地域資源の 向は なる

ことが えられる。 の都 や 山 においても地域

資源に の 向が るかについては、それ れのまち

づくりにおける物 を してみる 要が るだ う。 
 の として、 テキスト を行うに たり、

ワードの 定には一 の工 が 要で る。動 （

る、 う、 る等）を こまで るか、 する

を こまでまと るかといった 定によって、関係性を

さ るのにより れた ができると われる。

の都 や 山 のまちづくりでも の が で

きるか し、研究 については していきたい。 
 

 

 研究 とした「 らかみ町おこし」の物 を された

と町おこしの中心人物として する に現地で ング

に応じてくださった。また本研究を進 るに たっては、 大学の

田 生には多大なる をいただいた。 の には大 重要

なコ ントを りました。なお、本研究は 研 JP26350072

の 成を けたもので る。関係各 に を します。 

 
 

注１） においては、EBM（Evidence Based Medicine）といわれる

学的 に基づく ・ だけでなく、 の物 や か

ら を える NBM（Narrative Based Medicine）も重 され

るようになっている。 の物 を き、 だけではなく、

が える を心 や社会的 な ら る要 から

スティックに し、 を える。 じ を えてい

ても、 （本 では地域に き える）の物 はさまざまで

る。このような え に基づいたナ ティ は、地域の

や を える にも応 できると えた。 

注２） ナ ティ には多くの が るが、本 では内 に 点を

てて している。 テキスト はその一 で り、「

的 を いてテキスト データを整理または し、内

を行う 」19）のことで る。すなわち、コンピュータ
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を して、物 に する を整理したり、パターンや関係

性を したりしようというもので る。 

注３） スプ ング デルは、 向グ を 動 するた の ル

ムで り、グ を がスプ ングで構成される物理 デルと

みなし、その 定 を つけることで イ トを 動的に

るもので る 20）21）。これにより ップ化された から、

性や関 性を し、 することができる。 

注４） 中、 みで示した は としたテキストに 現してい

る で り、文 中、 応する には で った。 

 
 

１）内 ：国民生活白書（平成 19 年版）つながりが築く豊かな国民

生活、 社、2007.7 

２） 、大 、 、 藤 、 中豊、 、山内

人、 ：ソーシャル・キャピタル「き な」の 学とは か、

ミネル 書 、2014.6 

３）ロ ート・D・パットナム、 田 一 ： 学する民主主義 

と改 の 民的構 、2001.3 

４）OECD：Human Capital: what you knows shapes your life、OECD、

2007.2 

５）延藤 ：人と縁をは く 住まいまち育て活動、 築 、121

（1550）、p.73、2006.8 

６）山崎 ：コミュニティデザイン 人がつながるしくみをつくる、学

版社、2011.4 

７）佐藤 ： まちづくりのプロセスをデザインする 、まちづくり教

書（ １ ）まちづくりの 本 築学会、 善、pp.52-57、

2004.3 

） 、向 、 、佐藤 ：地域資源の 全と

観をつくるとは ういうことか、 山 文化協会、

1995.3 

） 開発 会社総合研究 ：いちから そう 地域資源

－資源の 価値を る地域づくり、 う い、2003.8 

10） 本 築学会：まちづくり教 書、全 10 、 善、2004.3 2007.10 

11）延藤 、 学、 恵、 々 子： 性、物 り性として

の 間 －「物 り 学」の 性の （１）－、 本

築学会大会学術 概 、pp.999-1000、2007.8 

12） 田 ： のた の 地再生かーシナ ・ プロー によるま

ちづくり、CEL、88、pp.17-20、2009.3 

13）山崎義人、 藤 、佐 間 、田 ：まちづくり ー ル・

スト ー 々人の の人生 を さ ることから社会的

文脈を 現さ る み 、都 、58（1）、pp.35-40、2009.2 

14） 恵、延藤 、 学：物 り におけるナ ティ ・プ

ンナーの づけの ナ ティ ・プ ンナー パーソンの

術・ 学に関する研究（１）－、 本 築学会大会学術 概 、

pp.1085-1086、2008.9 

15） ：心を育てる地域・観 ・人間力の教育 そうじいさまが

る「 らかみ町おこしのお 」 、 書、pp.27-93、2009.2 

16） ：町 と人形さまの町おこし 地域活性化成 の 、学

版社、2004.7 

17） 子、 田 、内平 、 ：IT のコンセプ

トト ンドの 、研究・イ ーシ ン学会年 学術大会

要 、30、pp.973-977、2015.10 

18） 崎 行： 町 み 全 まちづくりを実現する 組み 、まちづく

り教 書（ ２ ）町 み 全 まちづくり 本 築学会、 善、

pp.22 35、2004.3 

19） 一：社会調 のた の テキスト  内 の と

発展を目 して、ナ ニシ 版、2014.1 

20） 、 山 ： グネティック・スプ ング・ デルによる

グ について、 理学会研究 ュー ンコンピュ

ータインタ クシ ン、60（HI-55）、pp.17-24、1994.7 

21） 、 山 ： れ ル ムを応 したグ 、

理学会研究 学基 、51（FI-71）、pp.127-134、2003.5 

住宅系研究報告会論文集11　日本建築学会　2016.12

－ 86 －


